
施工時期の平準化（課題と取組方針）

課題課題

予算が単年度制度のため、年度末に工期末が集中し繁忙期
となる一方、年度明けは閑散期となり、技能者の遊休（約
50～60万人※）が発生。

※おしなべて技能者が作業不能日数（土日・祝日、雨天等）以外を働く（約17日／各月）として、工事費当たりの
人工（人・日）の標準的なものから推計

計画的な事業のマネジメントのもと、平準
化を考慮した発注計画を作成

＜前提条件＞

降雨や休日等を考慮し、工事に必要な
工期を適切に設定

建設資材や労働者を確保できるよう、受
注者が着手時期を選定できる余裕期間を
設定

計画的な事業執行の観点から、今まで単
年度で実施していた工事の一部を、年度
をまたいで２カ年で実施。

年度末にかかる工事を変更する場合は
必要に応じて繰越制度を活用

地方自治体への普及・展開

発注者協議会等において、地方自治体
の取組を支援

取組方針取組方針

（件数） 現在の工事件数（直轄工事）

平準化による効果

＜労働者の処遇改善＞
・年間を通じて収入が安定
・繁忙期が平準化されるので、休暇が取得しやすくなる

＜企業の経営環境改善＞
・ピークに合わせた機械保有が不要になり、維持コストが軽減

上記を踏まえ＜現在＞

繁忙期と閑散
期の幅は約2倍

平準化


